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2021年７月２９日 

鹿児島国道事務所 所長 鳥澤秀夫 殿 

                                     日本共産党   鹿児島県議団長 たいら行雄 

鹿児島市議団長 たてやま清隆 

 

   国道２２６号喜入瀬々串地区「南側」沿線の歩道整備を求める要望書 
 
貴職に於かれましては、安心安全のまちづくりのためにご尽力されていることに敬意を表します。 

さて、６月２８日、千葉県八街市で、歩道のない市道を登校中の児童の列にトラックが突っ込み、 

痛ましい死傷事故が発生し、改めて「歩道のない道路」の危険性が浮き彫りになりました。 

国道２２６号喜入瀬々串地区においては、歩道やガードレールも無く、児童や高齢者が安心して 

歩行できない状況が、長年に亘り続いていました。 

このような中、地域住民の要望が実り、平成２８年度から歩道整備事業が着手され、今年度で

「瀬々串北」の歩道整備が終了する見込みとなっております。 

しかし、「南側」の国道沿線は、歩道のない危険な状態が、今なお続いており、「南側」沿線の住

民は、歩道整備の継続を強く求めています。 

「南側」沿線の歩道整備について、鹿児島市当局からは「国によると、交通状況や事故発生状

況等を把握し、必要に応じて検討して参りたい」との見解が示されていることから、「南側」沿線の

令和４年度以降の歩道整備計画について、現段階においては、白紙の状態と言わざるを得ませ

ん。鹿児島市当局も、「南側」沿線の歩道整備について、「安全な歩行空間の確保ができていない

ことから、歩道整備の必要性を認識」しており、「沿線５市で構成する国道２２６号整備促進期成会

等において国に要望活動を行なう」と述べております。 

つきましては、「安全第一」を最優先に、「南側」沿線住民の安全確保のため、下記の点を、国

土交通大臣に要請して頂きますようお願い申し上げます。尚、「南側」沿線住民の賛同署名（２４

筆）も添えて提出致しますので、宜しくお願い申し上げます。 

 
                        記 
 
１，国道２２６号喜入瀬々串地区の「南側」沿線の歩道整備に着手すること。 

 

 

 

 

 

国の南側沿線の歩道整備計画は、現段階では白紙の

状態です。住民の要望を、国に伝えるためには市長

名で要請して頂くと、よりインパクトがあります。 

(鹿児島国道事務所 副所長 森賢二） 

副 

所 

長 

↓鹿児島国道事務所に要請する右端から、まつざき真琴前

県議、たいら行雄県議、たてやま清隆市議。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歩道のない国道」整備事業として、国道２２６号喜入瀬々串地区「北側」の歩道整備が、今年度終了する見通しですが、瀬々串「南側」の整備の

必要性について、６月１４日の第２回定例議会で建設局長と質疑を交わすと共に、日本共産党として国道事務所に要望書を提出しました。 

【たてやま議員】 

 安心安全のまちづくりに関して、はじめに国道２２６号喜入瀬々串地区の歩道整備に 

ついて質問します。 

１点目、国道２２６号喜入瀬々串北の歩道整備事業の進捗状況と事業効果  

２点目、当該事業の「南側」沿線の歩道整備に対する国道事務所の方針について  

    以上、答弁願います。 

【福留建設局長】 

お触れの整備については、国によると、「平成２８年度より、事業に着手し、令和３年 

度は、引き続き、工事を推進する予定である。事業効果については、整備により児童等 

の安全確保が図られる」とのことでございます。また「南側」沿線の歩道整備について 

は、「交通状況や事故発生状況等を把握し、必要に応じて検討して参りたい」とのこと 

でございます。 

【たてやま議員】 

このパネルをご覧ください。上段の２枚の写真の右側は、歩道整備事業前であり、左側が

整備された後の写真ですが、歩道が見違えるように改善されています。しかし問題は、指

宿に向かう「南側」の沿線は、この下段の写真のように、大型車が歩行者を除けるように

通行する危険な状態が今も続いています。しかも「南側」の沿線は児童生徒も歩いていま

す。国道事務所の方針も、来年度以降は白紙の状態です。更なる歩道整備の必要性につい

て当局の認識をお示し頂き、今後国への要請を強めるべきと考えますが、答弁願います。 

【福留建設局長】 

お尋ねの区間については、安全な歩行空間の確保ができていないことから、歩道設置の 

必要性を認識しており、引き続き沿線５市で構成する国道２２６号整備促進期成会等に 

おいて、国に対し要望活動を行なってまいりたいと考えております。 

【たてやま議員】 

期成会の皆様にもご尽力をいただくと共に、私共も更なる整備にむけて動きたいと思いま

す。⇒７月２９日、国道事務所を訪問し要望書を提出しました。（ウラ参照・右写真） 

 

たてやま 

市議 

たいら 

県議 

まつざき真琴 

  前県議 

鹿児島国道事務所長

に要望書提出！ 

（代理：森副所長） 


